
京阪電鉄不動産　ザ・ファインタワー大阪肥後橋完成
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設計意図を具現化し高品質・高精度を追求

　設計コンセプト　近代建築の重厚感とデザインを表現

（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　４月２５日　（木曜日）

基壇部ファサード

●全体／開発が進む大阪市西区は現代
的な感度も高く、今回の立地は対峙す
る建物と調和させ「普遍的な価値観」
と「現代的な感性」を併せ持つ必要性
があった。
●建築／近代建築の普遍的なデザイン
要素を現代的なデザイン要素に変換し
ファサードをデザインした。水平に積
み重なったスラブの水平ラインと垂直
に伸びる柱の垂直ラインをシンメト
リーにデザインし、近代建築が持って
いる重厚感や時間に消費されにくいデ
ザインを表現した。また、スラブコー
ナー部の曲線やスカイラインのデンテ
ィルモールなどクラシカルなディテー
ルを採用した。
　基壇部のデザインについては、品格
のある建物の設えを目指した。迎賓の
デザインとして、天然石のゲート、ガ
ラス、２層吹き抜けの空間、上部の縦

格子ルーバーにより重厚感を演出しな
がらもシンプルに建物の顔を創った。
●インテリアデザイン／【Autentic×
Modern】（オーセンティック×モダ
ン）とし様式の持つ上質で落ち着きあ
る空間に≪様式の持つ普遍性≫として
シンメトリーで安定感のある配置と重
厚な素材、シンボリックな装飾を施す
ことで落ち着きのあるワンランク上の
空間を演出。≪現代的な感性≫として
繊細なディティールにこだわり、装飾
性の高い素材＋間接光＋ディティール
の組み合わせで洗練された特別空間を
演出。この２つの要素を組み合わすこ
とで伝統的な雰囲気の中に現代の感性
がミックスされた上質な空間を創出し
た。
●ランドスケープ
【エントランス前街路（歩道状公開空
地）】タワーの垂直性に呼応し、細身
の樹形の街路樹を選定した等間隔に植
えられた高木と舗装によって、街路空
間に新たなリズムを刻む。街路樹の間
には照明を組み込んだボラードを配
し、建物ファサードの照明と共に、夜
の景の演出とした。
【ガーデンテラス（公開空地）】住民
と地域住民にも開かれた憩いの公開空
地。四季折々の変化を見せる多種類の
高木や、彩りを添える草本類が溢れる
ガーデンテラスとしている。
【ウォーターガーデン】噴水やミスト

など、動きのある水の演出によって、
ガーデンテラスのフォーカルポイント
をつくる。エントランスホールから見
える落水台は住民だけが眺めることが
できる景観のシンボルとなる。
【オーナーズガーデン】ガーデンテラ
スからマウンドアップした段状花壇。
都市生活に安らぎを与える植栽を立体
的に見せる。ガーデンテラス側からは
ナチュラルなガーデンを、パーティー
ルームからはフォーマルな刈り込みを
見せ、シーンの切り替えを図る。
●照明デザイン／温もりを感じる低い
色温度での統一、間接的な柔らかな光
の構成によってオフィスビル群の中に
ありながら心地良い安らぎの空間を演
出している。また、外構照明において
も対峙する建物の重厚なファサードの
ライトアップと対峙するようにファ
サードの割肌石板のライトアップやア
イアンワークのブラケットやボラード
フットライトによって同様の重厚さを
演出し空間の統一感を創り上げてい
る。風除室も天井には照明を設けず特
徴的な空間造形を浮かび上がらせるこ
とで石の素材感や空間の広がりや奥行
き感を創り上げている。塔屋のライト
アップは大阪のランドマークなるスカ
イラインを創り上げている。

ＩＡＯプランニング＆デザイン
佐藤工業一級建築士事務所　　

　京阪電鉄不動産が大阪市西区江戸堀で
建設を進めていた超高層マンション「ザ
・ファインタワー大阪肥後橋」が完成し
た。地下鉄四つ橋線「肥後橋」駅近くの
大阪都心に立地。利便性と静かで落ち着
いた雰囲気を備え、都会の快適な暮らし

を実現する。施工は佐藤工業が担当。近
隣に配慮しながら安全と高品質・高精度
を徹底的に追求。在来工法を採用してコ
ストを縮減するとともに、システム型枠
の活用や鉄筋の先組みなど創意工夫して
省力化に取り組んだ。

２階オーナーズラウンジ

公開空地

１階パーティールーム

１階エントランスホール

◆工　事　名　称／（仮称）西区江戸堀１丁目計画新築工事
◆建　物　名　称／ザ・ファインタワー大阪肥後橋
◆工　事　場　所／大阪市西区江戸堀１丁目―
◆発　注　者／京阪電鉄不動産株式会社
◆設計・監理／意匠・設備　株式会社ＩＡＯプランニング＆デザイン

構造　佐藤工業株式会社一級建築士事務所

◆施　　　工／佐藤工業株式会社大阪支店
◆用　　　途／共同住宅
◆敷　地　面　積／，．㎡
◆構　造　規　模／ＲＣ造地上階（戸）
◆延　床　面　積／，．ｍ２
◆工　　　期／年１月日～年１月日
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